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お
よ
ひ
各
志
望
学
部
の
掲
.耶
壇
に

髭
験
会
場
、
諦
注
意
事
頂
が
張
り
出
さ

れ
る
ζ
と
に
な
っ
て
い
る
。
受
験
当
日

の
行
勧
予
定
等
は
す
べ
て
こ
の
掲
示
に

一蚕
9
れ
て
い
る
の
で
、
必
ず
見
て
お
か

、
9
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凶
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」
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噛
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防 合格

ご
と
に
よ
っ
て
プ
ル
ジ
.,ワ
市
民
柱
政

で
の
上
昇
の
た
め
の
武
器
と
し
て
活
用

し
、
あ
る
者
は
高
級
技
術
者
、
あ
る
者

は
労
働
冒
理
者
、
あ
る
者
は
ブ
ル
ジ
ョ

ワ
・
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
た
ら
ん
と
し
、
労

働
力
商
品
と
し
て
の
自
己
を
¥
』
さ
せ

て
ゆ
く
。
そ
し
て
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
は

「敦
育
投
資
勘
」
の
下
に
、
学
生
を
総

資
本
が
設
足
k

主
導
す
る
全
教
青
過

程
の
中
に
更
に
系
統
的
に
組
み
込
ん
で

あ
聖

の
で
る
。

あ
の
詣
ハ八
1
⊥
ハ九
任
㌧
全
国
学
園
を

席
捲
し
た
全
共
悶
運
動
の
中
で
、
我
々

「

胴
ノ
団

負
損
の
原
則
」
に
従
っ
て
労
働
者
人
民

か
ら
一律
に
金
を
と
る
と
い
りつ
大
衆
か

ら
の
二
重
、
三
量
の
収
奪
の
設
定
が
こ

ご
に
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に

「受
益
者
負
担
の
原
則
」
と
は
、
日
帝

の
ア
ジ
ア
へ
の
優
略
と
高
度
成
長
に
向

け
た
国
内
産
業
基
盤
の
文
備
に
適
用
さ

れ
τ
き
た
論
理
に
也
な
ら
な
い
。

第
二
に
、
我
々
は
こ
の
攻
撃
が
七
Q

年
代
に
お
け
る
教
育
-
大
学
の
更
な
る

行
の
中
で
、
中
間
層
り
経
済
的
基
盤
の

帝
国
主
嚢
的
胃
編
、
筑
波
・
申
教
名
路

ヒ
昇
を
保
障
し
体
制
内
秩
序
へ
の
包
摂

線
の
貫
徹
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す

を
は
か
る
一
方
、
人
昆
内
部
に
分
断
を

る
と
共
に
、
教
青
-
大
学
に
お
け
る
徹

ノ、　
「年

「蕾
別
分
断
軍
活
酸
壌
と
闘
.、、

労
学
交
流
集
会
」
で
労
働
者
人
民
と
の

闘
い
の
具
体
的
な
結
合
を
指
標
こ
し
、

竹
本
処
分
粉
砕
闘
争
、
臨
職
闘
争
と
の

達
帯
、
安
全
セ
ン
タ
ー
迎
動
等
の
闘
'

の
中
で
切
り
開
い
て
き
た
地
平
を
更
に

発
展
さ
せ
ん
と
す
る
作
貰
を
、
我
々

は
、
こ
の
学
費
闘
争
の
中
間
総
抽
の
実

践
と
し
て
な
し
き
ら
ん
と
し
て
い
る
。

現
在
我
々
を
と
り
ま
く
状
況
は
極
め

て
流
動
的
で
あ
り
、
一
刻
の
油
断
も
許

さ
れ
な
い
。
二
〇
臼
の
チ
ェ
ッ
ク
・
ポ

イ
ン
ト
に
お
い
て
四
月
十
一
日
ま
で
の

長
期
ス
ト
を
更
に
打
ち
抜
く
こ
と
を
確

認
し
た
我
々
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
形

」で
の
ス
ト
破
壊
・
闘
争
圧
殺
攻
撃
を
学

費
闘
争
の
更
な
る
飛
躍
を
か
け
て
強
固

な
意
志
一
致
で
粉
砕
し
抜
く
決
意
で
あ

る
。今

は
っ
き
り
と
寛
哲
し
て
お
こ
う
。

1
・
23
代
麟
員
大
会
の
勝
利
以
降
、
全

国
学
園
の
先
陣
を
切
り
開
い
た
こ
の
闘

い
を
梱
力
の
手
に
譲
り
渡
す
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
得
な
い
こ
と
。
当
局
に
よ
る

機
動
隊
導
入
・
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
攻
駐
に

は
、
巨
万
の
大
衆
と
共
に
徹
馬
的
な
反

掌
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
゜

受
験
生
諸
君
、
我
我
は
安
易
に
運
帯

を
誌
ろ
う
と
は
思
わ
な
い
。
諸
君
が
自

ら
の
閥
題
意
識
を
も
ち
ま
た
の
H
我
我

の
闘
い
の
隊
列
に
合
流
さ
れ
る
こ
と
鞘

我
々
は
期
待
し
て
い
る
。

一

親
在
我
々
は
、
学
費
闘
争
を
闘
う
中

て
い
る
。

入
試
を
目
前
に
し
て
、
当
周
に
よ
る
警

ま
ず
第
一
に
、
こ
の
学
費
値
上
げ
は

寮
権
力
11
機
勘
隊
の
導
入
。
ロ
ッ
ク
ア

寮
闘
争
を
初
め
と
し
て
、
戦
闘
的
学
生

ウ
ト
の
攻
撃
が
予
想
さ
れ
る
と
い
う
極

運
動
が
切
り
闘
い
て
き
た
地
平
に
よ
っ

め
て
緊
張
し
た
状
況
の
下
に
あ
っ
て
こ

て
、
最
も
撤
底
さ
れ
て
い
な
い
「受
益

の
文
章
を
盲
い
て
い
る
。

者
負
担
の
原
則
」
を
国
立
大
学
部
門
に

い
か
な
る
形
で
の
弾
圧
攻
畢
・
ス
ト

対
し
て
貫
徹
せ
ん
と
す
る
攻
畢
で
あ

ラ
イ
キ
破
壊
策
動
に
対
し
て
も
、
我
々

る
p
.・

は
こ
れ
を
上
ま
わ
る
闘
い
の
大
爆
発
で

六
五
年
の
構
造
的
不
況
以
後
、
日
本

粉
砕
し
て
い
く
決
意
を
固
め
て
い
る
。

帝
国
主
義
は
対
外
的
に
は
、
ア
ジ
ア
、

こ
こ
で
現
在
に
至
る
ま
で
の
我
々
の
闘

と
り
わ
け
南
朝
鮮
、
東
爾
ア
ジ
ア
人
民

い
の
経
緯
を
明
ら
か
に
レ
、
全
て
の
受

か
ら
資
源
と
労
働
力
を
強
奪
し
、
法
外

験
生
諮
君
が
、
我
々
の
闘
い
の
隊
列
に

な
超
過
利
潤
の
獲
得
を
は
か
る
帝
国
主

層
圧
倒
的
に
合
流
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
齢

義
的
慢
略
、
新
櫨
民
地
主
義
を
飛
躍
的

え
た
い
。

に
強
化
し
、
対
内
的
に
は
イ
ン
フ
レ
高

一月
四
日
、
政
府
遭
大
蔵
省
は
、
七

度
成
長
下
で
の
産
業
構
造
の
高
度
化
、

二
年
度
に
続
き
、
授
粟
料
の
大
幅
値
上

多
様
化
と
そ
れ
に
応
じ
た
労
働
力
政
策

げ

(七
五
年
度
検
定
料
五
割
、
入
学
金

の
遂
行
に
よ
っ
て
危
機
を
突
破
せ
ん
と

4
陪
強
、
七
六
年
度
授
業
料
二
撞

を

し
て
き
た
。
イ
ン
フ
レ
高
度
成
畏
の
進

発
褒
し
た
。

ハ

こ
の
暴
挙
に
対
し
、
我
々
は
直
ち
に

齢鰭

難

雛

鎧

あ
譲
藁

に
於
て
は
、
1
月
23
日
、
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
を
含
め
て
法
経
」
番
教
窒
を
埋
め
つ

く
す
「千
名
を
上
ま
わ
る
結
集
で
代
議

員
大
会
を
克
ち
取
り
、
我
が
C
共
闘
は

脇
恢
・
冗
私

代
議
員
し
㎜O
名
中
、
箕
曇
O
名
と
い

く
腺
べ審
≧

う
圧
倒
的
支
持
の
下
、
学
費
値
」
げ
実

力
阻
止
を
掲
げ
、
教
養
部
覇

限
バ
リ

懸

・
㌔

ケ
ー
ド
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
し
た
。

轟

転
、

我
々
は
、
今
回
の
学
費
値
上
げ
攻
撃

難

の
本
質
塑
次
の
よ
う
に
と
ら
え
て
闘
っ

幽

旧風
■■ ■■り_

闘
、し

の
隊
列

へ
合
流
を

自
ら
の
問
題
意
識
の
中
か
ら

持
ち
こ
み
、
捌
取
と
収
奪
の
慮
層
的
な

拡
大
を
押
し
進
め
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
の
中
で
資
本
蓄
積
の
基
盤
と
な
る
公

共
投
資
は
主
と
し
て
財
政
投
融
蟹
を
通

じ
て
行
な
わ
れ
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は

「
財
政
の
合
理
化
」
を
図
る
た
め
、
公

共
部
門
に
独
立
採
算
制
を
適
用
す
る
一

方
で
,
人
民
の
税
金
を
独
占
資
六
に
ま

わ
し
な
が
ら
、
他
方
プ
ル
ジ
コ
ア
ジ
ー

に
全
仕
す
る
公
共
事
叢
で
は

「受
益
者

、

底
し
た
帝
国
主
義
批
判
の
闘
い
と
し
て

こ
の
学
費
闘
争
を
展
開
し
て
き
た
。

小
・
中
・
高
・大
学
を
貫
く
差
別
・

選
別
教
育
の
中
に
あ
っ
て
、
学
牛
は
、

「自
分
は
選
ば
れ
た
の
で
あ
り
、
卒
業

し
た
ら
高
い
地
位
と
給
料
が
保
障
さ
れ

る
の
だ
か
ら
少
し
ぐ
ら
い
学
費
を
払
う

の
も
当
然
だ
。

(今
ま
で
が
安
す
ぎ

た
V
」
と
い
,つ
特
椎
意
識
を
煽
ら
れ
、

学
問
・
「知
識
」
を
私
的
に
所
有
す
る

の
先
遮
が
全
存
在
を
か
け
て
つ
き
つ
け

た
「大
学
解
体
」
の
質
を
我
々
は
今
さ

ら
に
実
践
的
な
運
動
の
中
で
発
展
さ
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。

七
二
年
、
日
共
・
民
膏
と
の
熾
烈
な

}　

構
内

・
付
近
案
内

〈
構
内
〉

京
都
大
学
梅
内
は
、
北
部

(農
・
理
学
部
)
本
部

(法
・
経
・文
・
教
育
・
工
学
部
)
、
教
養
部
、
南
部

(医
・
薬
学

部
、
付
属
病
院
)
、
西
部
に
分
か
れ
で
い
る
。
広
く
、
建
物
も
多
い

の
で
迷
わ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

生
協
食
堂
は
、
各
構
内
に
一
ケ
所
ず
つ
。
い
ず
れ
も
こ
こ
数
年
に

鱒

建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
明
る
く
広
い
ス
ペ
ー
ス
が
と
っ
て
あ
る
。
昼

転

鷲
磐
縷
篇
翫
騨
鍵
聾一、鰯

1
は
多
穂
多
様
。
パ
ン
、
ミ
ル
ク
も
あ
る
。

}

合

近
〉

藩

・
の
店
は
、
百
蕎

辺
、
肇

霞

か

な
り
あ
る
が
、
東
一
条
、
近
衛
通
り
方
面
に
は
少
な
ル
。
そ
の
H
に

噌
な
っ
て
捜
し
た
り
す
る
の
は
得
策
で
は
な
い
だ
う
つ
。

学
生
街
だ
け
に
喫
茶
店
は
、
至
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
北
部
正
門
近

　

く
の
「
進
々
堂
」
な
ど
早
朝
七
時
か
ら
開
店
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

階

り
、
受
験
前
の
気
持
ち
の
整
理
受
験
後
の
息
抜
き
に
い
い
だ
ろ
う
。
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粟京 。コ

た場合、

※ 本館 生'
されてし

ている。

 

定
評
あ
る
大
学
進
学
指
導

ら

0

畠

開

校

H
4

月

m

日

◎
願

書

受

付
醤
3
月
-
日
～
4
月
6
日
迄

◎
入

試
鍵
3
月
20
日
・
26
日
・4
月
2
日
・7
日

◎
設
置

ク
ラ
ス
H
午
前
部
-
理
科
系

・文
科
系
・私
立
法
文
系

午
後
部
ー
午
前
部
と
同

じ

詳
細
規
則
書

(20
円
切
手
3
枚
同
封
)

7

●
皿

東
京
都
新
宿
区
市
ケ
谷
左
内
町
凶
(国
電
・
地
下
鉄
甫
ケ
谷
)

T
E

L

(㎜
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御
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予
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幽
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医都
山
尽

匿所荘地1

【竃 話1
【交 通1

■606京 都市左京区下鴨梅ノ木町66
京都医進学園入学係

京都(075)721-1214
市竃 ・市バス河原町線または北大路線洛北高校前

交差点下車

◎京 都 大学 医掌部 受験 クラ ス
◎京都 府立医科 大学受験クラス
◎国公立大一 認験クラス
◎ 京都 大学 理 工系受験 クラス

針方導指
生に対す進学指導が.現 在の大学入試制度のなかで安
れてゆく傾向があるようだ。

して 「進路指導」の先生に相該に行こうものなら 「君の
ら、この大学へ」と過去の入猷データから作られた対応
応大学がきめられる。はなはだしいのに至 っては、大学
も一元的な序列がつくられ、 「君の学力なら○○大学の
だが△学部なら入れる」といった如きである。

ンビュータによる槽報営理体制が整 ってきたため、その
ビュータが行なうであろう。そして、社会的に悟頼性の
というのはこういうデータを豊富に持 っていて一穐の入
ターとな っている所であり、したがって受験生が安心し
示を仰げる所ということになっている。
を狂 っていると受けとめる感覚はきっと諸君の内部にあ

一
゜
大
あ
明
ろ
で
う
う
か
う
去
は
指

゜
デ
い
む
に
自
こ
き
こ
よ
か
そ
過
園
う

タにぴくぴくし、データの持つ暴力にふ りまわされ
君たちはもうと大 きな飼で叫ばなければいけない。
学、自分が志望する学部を選択する自由、決定する
るのだ」と。
の理を原点にたちかえって再認議しなければなるな
に税今の大学入試制度の問題があると思う。
、あるいは自分なりの価値判断を通して、どうして
と思う人は逼去の入試データの指鎖がどの適応大学
とも、それとは無関係に京大へ行けばよいと思う。
てでも。
いう人たちをこそ歓迎しよう。
の入試データを通して指導したり、轡迫した:)は し
生徒一人一人に対して、 「問題が解げれば合塔する
導をしようと居 う。
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後輩及び知友に

本校の推せんを乞う

(学校法人)武 蔵 高 等 予 備 杉

(大塚駅3分の東.ヴ高台)鞭 、蔽 製鰯 齪 巽象1¥1
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豊中校
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◇ 午 前 部(理 科系 文科系・の各科は選抜試験を行 ・
3同26B>試験 日一(第1回)3月21日(第2回)

(第3回)号 月31日(第4回)4月5日

レ試 験 科 目一央 語 数 午 ・国。吾 〉試 験場 一ゑ 都 ・東京

[〉願 書 受付 置3月9日 よ り各 試 験施 行 日の3日 前 まて

◇ 昼 間 部 綜 合 科 ・高 校 生 ク ラ ス'よ ア 力考査 を行 な)

レ願 書受 付 一3月].日 よ り

×詳 細 は「入 学案 内書 」参 日召 郵 送布 望者 は〒20e[q裳

商・-7　 電随

京都大入試解説ラジオ放送}
●放 送 日一3月5日 午後9時 より ㌧

●放 送 局 一KBS近 畿 放 送 ラ ジオ き

・解獺 当鉢 校主任教授1

.・な沁㌃力押 曾・魯・ぷ辱嫡 壱壁㈱ 評職 繭 翠 ㎡
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合 格 率

印n

顧

昼 間部(全11ク ラス 編成)

夜間部(数 ・英 ・国学科)

気鋭の教授陣 ・巌しい学習管理

親身な個人指導 ・徹底的な学力開発

大学受験 広島YMCA学 園
㈱o広 肺 八丁堀711TELO822282296代 表)


